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論文内　容の要　旨

CODASYL（デrタシステム言語協議会）は一連の活動を通じて網構造方式と呼ばれるデrタベ

ナス管理の方式を確立した。この方式は強力なデータ編成能力をもつが，むしろそのためにこの方

式で編成されたデrタベースー網構造デr夕べrス－の構造は非常に複雑になり，従来利用が

きわめて困難であった。

網構造データべrスの利用を容易にするために，高水準利用者インタフェースの研究が現在進め

られている。最終利用者用のインタフェースとしてほ，これまでに例えばCODASYLEUFTGの

Formアプロ・－チや関係モデルインタフェrスを設定する方法などが提案されている。しかし前者

は概念の提示にとどまり，後者の方法では網構造モデルの特徴を生かしきれない。また応用プログ

ラマ用のインタrフェrスとしては，W．C．McGeeやE・K・Clemonsの提案があるが，前者は

CODASYLデータ操作言語の簡単な機能拡張にとどまり，後者は利用者インタフェrスの構成自

体が困難である。本論文では，網構造デrタべrスの利用者インタフェースについての原理的な考

察から始め，新しいデrタモデル－CONTEXTデrタモデル－を考案し，このデrタモデル

に基づく一貫した利用者インタフェースの構成法を提案した。

利用者から見たデータビュrを表現するための外部レベルのデータモデルは，利用者インタフェ

rスの要である。外部レベルのデrタモデルの設計に当っては，次の2点に特に留意した。

1．網構造モデルの特徴を十分に生かせる。

2．さまざまな目的をもつ利用者の多様な要求に合致したデrタビューを表現できる。
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この結果得られたデpタモデルがCONTEXTデrタモデルである。CONTEXTデータモデル

は，強力なデータ記述・写像能力を有し，特定の目的をもつ利用者が要求を記述するのに適した場

－CONTEXTの語意－を設定しうる。

CONTEXTはレコrド型を節点とする基本構造とし，網構造スキrマから二段階に分けて構成

される。すなわち

1・レコード間の論理的関係をアクセス関数で一様に表現する。

2・アクセス関数とレコード塾からCONTEXTを構成する。

CONTEXTの構成においては，仮想レコrド型，階層レコrド型，n次のレコrド間関係の階層

化等の概念を導入し，網構造モデルのデrタ表現の制約を打開できた。また再帰的CONTEXTの

概念を導入することにより，従来処理がきわめて困難であった再帰構造デrタベースの処理を容易

にした。

CONTEXTデrタモデルでは，アクセス関数を利用してレコrド型から単純デrタ型への関数

を定義するという形式で，導出データ項目を記述する簡潔で強力な記法を与えている。再帰的な関

数を定義することにより，再帰構造データベースから要約的な情報を抽出することも容易である。

目的に合致したCONTEXTを設定することができれば，その上で要求を記述することは容易で

ある0本論文では，CONTEXTを通じて網構造デr夕べrスを利用するために，最終利用者用の

問い合せ言語QLCと応用プログラマ用のデータ操作言語を考案した。木構造モデル用の問い合せ

言語は，すでに実用化されているものも含め何種類かが提案されている。これらの問い合せ言語と

比較してQLCは次の際立った特長を有する。

1・処理単位の概念を導入することにより，木構造データビュrに対する問い合せを曖昧なく表

現できる。また複雑な量操作を含む問い合せを明快に表現できる。

2・再帰的CONTEXTに対して順行子を宣言することにより再帰構造デr夕べrスから構造に

関する情報を抽出することが可能である。

CONTEXTデrタモデルの強力なデrタ記述・写像機能によって，網構造スキrマの構造に制

限されることなく処理要求に適したデータ構造を定義することができるので，応用プログラマは整

構造プログラマをかき易い。さらに，網構造スキーマの変更の多くを写像定義の簡単な変更で吸収

できるので，応用プログラマに高いデrタ独立性をもたせることができる。このようにCONTEXT

データモデルによってデータベース応用プログラムの作成・保守の大幅な改善が期待できる。

幅広い利用者層の要求に応じて適切な利用者インタフェースを設定するのはデータベース管理者

の仕事である。二段階構成法をとるCONTEXTデrタモデルでは，利用者のレベルに応じた利用

者インタフェースの構成が可能であり，利用者とデータベース管理者の間で適切に仕事を分担する

ことができる。この特性はデrタべrスシステム全体の効率向上につながるもので，CONTEXT

データモデルの最大の特長と言えよう。

－46　－


	img094.pdf

